
 

 

イタリア歌曲の演奏調性と、申告声種との整合性について 

国際声楽コンクール東京・プリマヴェーラ声楽コンコルソ事務局 

1. 趣旨 

いわゆるイタリア古典歌曲を中心とするレッスンにおいて、歌唱調性は概ね、指導者が随

意に決定しています。当コンクールはこのような指導方針を尊重する一方、公開演奏である

コンクールは「レッスンの延長線上にあるものの、レッスンそのものではない」ということ

に着目し、受験者に演奏の態様（声種・選曲・調性など）の整合性を求めます。 

この趣旨に基づき、演奏調性と申告声種が符合するべく、以下のとおり提言します。ただ

しこの提言は「声種と曲の調性を一対一に固定化する」ことを意図する訳ではありません。

許容範囲を見込んだ上で、一定の指針を示したいと思います。 

2. 声種 

■出版譜に用いられている区分を当コンクールは「高/中/低音を練習するための提案」で

はなく「歌手の声種別に演奏調性を提示」したものと理解します。 

高声用：ソプラノ, テノール用 

中声用：メゾソプラノ,  バリトン用 

低声用：コントラルト, バス用 

1. カウンターテナーとボーイソプラノは声質によってどの調性でも選択できます。 

2. バスバリトンは中声/低声のどちらでも選択できます。 

※その他の例外的な許容範囲は後段の記述を参照してください。 

■たとえば「ある曲を選択したが高声用では歌えない」という受験者は、（その時点ではま

だ）ソプラノ/テノールではないと理解し、低い声種と申告するか、または演奏曲を変更す

るべきであるとコンクールは考えます。 

3. 楽譜 

いわゆるイタリア古典歌曲の楽譜は、リコルディ社のパリゾッティ版の調性を参考として

掲示した上で、下記 2 社の楽譜を比較します。 

■全音：イタリア歌曲集 1-4 巻（全音楽譜出版社, 編集：畑中良輔/1-2 巻， 

岡村喬生/3-4 巻） 

■教芸： イタリア古典声楽曲集 1-2 巻（教育芸術社, 編集：原田茂生） 



 

 

・この他の出版譜、音楽大学が編纂した楽譜なども、大半は上記 2 種のいずれかの調性と

重複しているため、上記楽譜の提示に準じます。 

・トスティ、ベッリーニなど作曲家別の歌曲集、およびドイツ・フランス歌曲などにおいて

も、同様の趣旨に基づいて声種と調性の関係性を理解します。 

4. 調性選択と許容範囲 

・基準 となる調性】全音・教芸の間で声種に指定した調性が異なる場合は、「当コンクー

ルが基準とする調性」を黄色マークで示します。 

・両出版譜が同じ調性を提示している、マークのない曲については、それぞれの声種に指

定された調性を基準とします。 

・基音 の猶予】すべてのケースにおいて、半音の上下は「発声指導上の都合」と理解

し、許容範囲とします。 

・基外 の調性】高声用よりさらに高い調、低声用よりさらに低い調は、出版譜がない場

合も含めて、それぞれの声種の歌手が選択することを妨げません。 

■例 的な許容範囲（表内の個別特記） 

・基声用】】中学高校生のバリトンやメゾソプラノには困難であるほど高い調の場合は、

高声歌手の選択肢と捉え、さらに中声歌手が低声用を用いることも認めます。 

・基声用】】中学高校生のテノールにとって高過ぎる場合は、中声用の使用を認めます。 

5. 運用方法 

・疑義がある場合は、以下の規約に基づいて審査員会議が協議します。 

https://ivctokyo.com/ivc/aboutcompetition#policyviolation 

基規約違反】要項・申込フォームの記載内容違反、その他の不正行為が発覚した場合の判

断（許可・減点・失格など）は、規約に準拠しつつ協議する、大会当日の審査員会議を最高

決定機関と定める。 

・減点の割合は、対象の違反すべてにおいて、得点の 5％とします。 

6. 申込内容の変更 

・声種は受験番号や氏名と同水準の本人確定情報と理解しますので、変更できません（た

だし追加申込をして、別の受験番号を取った場合は「別人」として処理されますので、声種

が異なっても構いません。また過去のコンクールにおける声種と異なる事も構いません）。 

・演奏調性は、申込後の変更を認めます（問い合わせフォームより申告してください）。 










